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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学表示手段上に表示されたテキスト及び／又はグラフィックのセクションをスクロー
ル方向にスクロールすることによって生じる変化を視覚化する方法であり：
　表示されたセクション内に含まれる情報に関して可視マークを相対的位置で表示する段
階；
　スクロールする間に、前記可視マークの前記情報に関した相対的位置を維持する段階；
　を含み、
　前記表示されたセクションが少なくとも１つの目立つ要素を含むか決定する段階；
　をさらに含み、
　前記可視マークは、前記表示されたセクションが目立つ要素を含まない場合に限り表示
される、
　方法。
【請求項２】
　請求項1に記載された方法であり：
　表示されたさらなるセクションが、前記表示されたセクションが前記スクロールするこ
とによって、もはや表示されなくなる前又は表示されなくなった直後に表示されたセクシ
ョンである場合に限り、前記表示されたさらなるセクションが、少なくとも１つの目立つ
要素を含むかを決定する段階；及び
　前記表示されたさらなるセクションが、目立つ要素を含まない場合に限り、前記表示さ
れたさらなるセクションの中の追加の位置において、可視マークを表示する段階；
　をさらに含む方法。
【請求項３】
　請求項1又は2に記載された方法であり：
　表示された特定のセクションが、少なくとも１つの目立つ要素を含むか決定するために
、前記スクロール方向に平行に少なくとも１つのフーリエ変換を使用する段階；
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　を特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項3に記載された方法であり、前記表示された特定のセクションをピクセルによっ
て構成し：
　少なくとも１つのより低い周波数の強度を決定するために、少なくとも１つのフーリエ
変換を使用する段階；
　前記表示された特定のセクションが少なくとも１つの目立つ要素を含むか決定するため
に、前記の決定された強度をしきい値に比較する段階；
　を含み、前記少なくとも１つのより低い周波数がピクセルの単位の周期長を持ち、該周
期長は、スクロールする間に表示された前記特定のセクションのピクセルの数の少なくと
も2倍である、方法。
【請求項５】
　前記表示された特定のセクションが、少なくとも１つの目立つ要素を含むか決定するた
めに、前記スクロール方向に平行な少なくとも１つの自己相関を使用する段階をさらに含
む、請求項１に記載された方法。
【請求項６】
　請求項5に記載された方法であり、前記表示された特定のセクションをピクセルで構成
し：
　少なくとも１つのより大きいピクセル距離の強度を決定するために前記少なくとも１つ
の自己相関を使用する段階；
　表示された前記特定のセクションが、少なくとも１つの目立つ要素を含むか決定するた
めに、前記の決定された強度をさらなるしきい値に比較する段階；
　を含み、前記少なくとも１つのより大きいピクセル距離のピクセルの数が、前記スクロ
ールする間に表示された特定のセクションのピクセルの数の少なくとも20分の1である、
方法。
【請求項７】
　請求項1乃至6のうちいずれか1項に記載された方法であり：
　前記テキスト及び／又はグラフィックが文字を含むこと；
　前記テキスト及び／又はグラフィックにおいて、少なくとも１つの文字に値を割り当て
、前記テキスト及び／又は前記グラフィックの少なくとも１つのさらなる文字に、前記値
に等しい又は異なる値を割り当てること；及び
　少なくとも１つの目立つ要素の存在に関する分析を、割り当てられた値によって実施す
ること；
　を特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項7に記載された方法であり：
　１つのカラーのピクセルの数及びさらなるカラーのピクセルのさらなる数を使用して文
字を表示すること；及び
　１つの文字に割り当てられた値が、前記文字を表示するのに使用したピクセルの前記数
及び／又は前記文字を表示するのに使用したピクセルの前記さらなる数に依存すること；
　を特徴とする方法。
【請求項９】
　前記文字を表示するのに使用されたピクセルの前記数がゼロに等しくない場合及びその
場合に限り、ゼロに等しくない固定値を文字に割り当てることを特徴とする、請求項8に
記載された方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか1項に記載された方法を、実施するように適合されたコント
ローラー。
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